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農
業
や
商
工
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
農
・
商
工
業
者
に
よ

る
展
示
・
販
売
・
催
し
な
ど
を

行
う「
第　

回
東
や
ま
と
産
業
ま

４６

つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
工
事
の

た
め
、
会
場
が
中
小
企
業
大
学

校
東
京
校
に
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、 
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前　

１０

３１

１０

時
〜
午
後
４
時
、　

月
１
日
豸

１１

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

※
荒
天
中
止

▽
会
場　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
（
下
図
参
照
）

▽
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

左
表
参
照

※
開
会
式
は　

日
貍
午
前
９
時

３１

　

分
か
ら
、
閉
会
式
は
１
日
豸

３０午
後
３
時　

分
か
ら
行
い
ま
す
。

３０

▽
ア
ク
セ
ス　

ち
ょ
こ
バ
ス

「
南
街
」
停
留
所
か
ら
徒
歩
７

分
、 
西
武
拝
島
線
「
東
大
和
市
」

駅
か
ら
徒
歩　

分
、
多
摩
モ
ノ

１０

レ
ー
ル
「
桜
街
道
」
駅
か
ら
徒

歩　

分
２０

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

徒
歩
ま
た
は
自
転
車
等
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
来
場
者
用
の
駐

輪
場
を
、
東
大
和
市
ロ
ン
ド
桜

が
丘
フ
ィ
ー
ル
ド
（
桜
が
丘
市

民
広
場
）
に
設
置
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
ま
つ
り
実
行

委
員
会

�
農
業
部
門
（
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど

り
東
大
和
支
店
内
）
�　

―　
０４２

５６１

―
４
３
８
３
へ
。

�
商
工
部
門
（
東
大
和
市
商
工

会
内
）�　

―　

―

１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

【
同
時
開
催
の
催
し
】

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前　

１０

３１

１０

時
〜
午
後
３
時　

分
、　

月
１

３０

１１

日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　
３０

分▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内
北
側
駐
車
場

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
商
工
会

�　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

◎
不
用
食
器
の
回
収

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器

を
回
収
し
、
希
望
者
に
無
料
で

お
譲
り
す
る
リ
ユ
ー
ス
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

▽
時
間　

両
日
と
も
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時

▽
対
象
の
食
器　

陶
磁
器
製

（
瀬
戸
物
）
の
茶
碗
・
皿
等
。

汚
れ
は
必
ず
落
と
し
、
箱
・
袋

等
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

◎
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
特
設

相
談

▽
相
談
時
間　

両
日
と
も
に
午

前　

時
〜
午
後
３
時

１０
▽
相
談
内
容　

国
・
独
立
行
政

法
人
・
都
等
の
業
務
に
関
す
る

要
望
・
苦
情
な
ど

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
３
ま
で
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　
　

月
１
日
号　

面
「　

月
の

１０

１０

１０

カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
し
ま
し

た
東
や
ま
と
産
業
ま
つ
り
の
日

に
ち
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。 お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

　
　
　

月　

日

（正）

１０

３１

　
　
　

月　

日

（誤）

１０

３０

　

国
勢
調
査
は
、　

月
１
日
現

１０

在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て

の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
令
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会

福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
調
査
票
の
回
収
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
票
の
提

出
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

再
度
、
調
査
員
が
ご
家
庭
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
回
答
期
限
は
過

ぎ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
回
答

が
お
済
み
で
な
い
場
合
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
し
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
査
票

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

わたしたちは　家事・育児・

介護などの責任を分かち合う

まちをつくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

東やまと 
　産業まつり 

10月31日（土）・11月1日（日） 

東やまと 
　産業まつり 
会場：中小企業大学校東京校 
～今年は会場が変更になります～ 

東やまと産業まつりスケジュール

�農産物共進会
�野菜宝船の展示
�農産物の直売
�各農業支部・団体による展示・販売・
　模擬店・催し
�各商工業者による展示・販売・模擬店、
　団体PR等
�福島県喜多方市物産販売
�フリーマーケット
�不用食器回収
�行政相談

2 日間
共通

�葉牡丹の無料配布（午 後 2 時 30分から）３１日 貍
のみ

�農産物共進会展示分の即売
　※整理券配布は午前 11時から、販売
　　は午前 11時 30分から
�野菜宝船の宝分け（午 後 2 時 30分から）

1日 豸
のみ

回答ありがとうございました 

国勢調査 
回答がお済みでない場合は 
　　　　　    ご連絡ください 

野菜宝船の展示（昨年度）

東大和市ふれあい広場の展示 【オータムフェスティバル紹介】中央公民館主催のオータムフェスティバル（ 10月 31 日開催）やその前身となった事業の写真等を、玉川
上水駅北側にある東大和市ふれあい広場で、1 1月 １日豸まで展示しています。時間は正午～午後 6 時／問合せ 企画課・内線 1425まで

ヤオコー 

（駐輪場） 

至桜街道駅 桜街道 

富士
見通
り 至ハ

ミン
グホ
ール
 

至東大和市駅 イトーヨーカドー 東大和市 
ロンド桜が丘 
フィールド 

都立 
東大和 
南高校 

中小企業 
大学校 
東京校 

正門 

ロ
ン
ド
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事
業
主
は
従
業
員
の
給
与

か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き

し
、
徴
収
し
た
個
人
住
民
税

を
納
入
す
る
特
別
徴
収
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
と
都
内
全　

区
市

６２

町
村
で
は
、
平
成　

年
度
よ

２９

り
原
則
と
し
て
全
て
の
事
業

主
の
方
を
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
指
定
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
特
別
徴
収

を
未
実
施
の
事
業
主
を
対
象

と
し
て
、
指
定
予
告
案
内
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。
特
別

徴
収
へ
の
自
主
的
な
切
替
や

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線

１
０
５
４
ま
で
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ

た
通
知
カ
ー
ド
は
、
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ

Ｓ
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
）
に
お
い
て
市
区
町

村
ご
と
に
製
造
し
、　

月
中
旬

１０

か
ら　

月
末
頃
に
、
各
世
帯
へ

１１

簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、通
知
カ
ー
ド
は
、　

月
１０

２
日
時
点
で
の
住
民
登
録
状
況

に
よ
り
作
成
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
く
ま
で
の
間
、
出
生
や
死

亡
等
、
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
不
在
等
の
た
め
通
知

カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、市
役
所
に
戻
り
ま
す
。

市
か
ら
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
市
民
課
窓
口
に
通
知

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
庁
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
課
窓
口
で
通
知
カ
ー
ド

を
受
け
取
る
際
に
は
、
世
帯
ご

と
で
は
な
く
個
人
ご
と
の
手
続

き
に
な
り
ま
す
。
本
人
以
外
の

方
が
受
け
取
る
に
は
、
本
人
と

受
け
取
る
方
の
本
人
確
認
書
類
、

委
任
状
等
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
�
０
５
７
０
│　

│　

へ
。

７８３

５７８

（
外
国
語
対
応

：

�
０
５
７
０

│　

│　

）

０６４

７３８

※
午
前
８
時　

分
〜
午
後　

時

３０

１０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前

９
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
。

３０

３０

年
末
年
始
は
除
く
。
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
）

�
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ

ー
ド
に
関
す
る
、
市
で
の
お
手

続
き
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
市

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
�　

│　

│
９
３
０
１
ま
で
。

０４２

５１６

※
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土

曜
日
は
午
前
９
時
〜
正
午
。
日

曜
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）

　

立
川
税
務
署
で
は
、
給
与
の

支
払
者
を
対
象
に
、
平
成　

年
２７

分
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
立
川
税
務
署
管
内

に
お
け
る
年
末
調
整
等
説
明
会

は
、
全
て
立
川
地
方
合
同
庁
舎

で
行
い
ま
す
。
東
大
和
市
内
で

の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
４
日
貉
午
後
２

１１

時
〜
４
時

▽
場
所　

立
川
地
方
合
同
庁
舎

３
階
共
用
会
議
室
（
立
川
市
緑

町
４
番
地
の
２
）

　

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平

２７

成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

２８
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
固

２８

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
課
税
の

基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
を
現
在
、

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

家
屋
に
は
、
市
の
職
員
が
お
伺

い
し
、
家
屋
の
床
面
積
や
内

部
・
外
部
の
使
用
資
材
・
仕
上

げ
な
ど
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
該
当
す
る
家
屋
を
お

持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
の
日
程
や
時

間
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊

し
を
し
た
場
合
も
、
次
年
度
か

ら
課
税
を
し
な
い
た
め
の
処
理

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

�

　

市
で
は
、　

月
３
日
に
奈
良

１０

橋
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
第　

回
市
政
功
労
者
表
彰
」

３８

を
行
い
、
次
の
方
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
自
治
表
彰
】

▽
表
彰
状

○
市
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
た
方

西
川
洋
一

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

北
田
則
行

▽
感
謝
状

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
職
に

あ
っ
た
方

土
田
豊

○
農
業
委
員
会
の
委
員
の
職
に

あ
っ
た
方

関
田
澄
夫　

宮
闢
晃

石
川
元
允　

内
野
滋
一

内
野
定
夫　

野
村
和
男

【
一
般
表
彰
】

▽
表
彰
状

○
都
市
開
発
の
推
進
及
び
建
設

事
業
の
振
興
に
尽
力
し
、
功
績

の
あ
っ
た
方

廣
井
敏
男

○
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

佐
藤
光
一　

安
藤
驪
夫

闍
橋
澄

○
保
健
衛
生
の
普
及
推
進
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

三
橋
雅
敏　

新
城
長
昭

小
川
裕
己

○
農
商
工
業
等
の
育
成
及
び
発

展
に
尽
力
し
、 
功
績
の
あ
っ
た
方

武
藤
四
郎

○
防
災
、
交
通
安
全
及
び
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ

っ
た
方

沖
田
悌
司
郎

○
行
財
政
運
営
に
尽
力
し
、
功

績
の
あ
っ
た
方

山
手
昌
二

▽
感
謝
状

○
都
市
開
発
の
推
進
及
び
建
設

事
業
の
振
興
に
尽
力
し
、
功
績

の
あ
っ
た
方

内
野
滋
一　

金
山
幸
子

○
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

有
村
章　

大
堀
満　

武
藤
h

山
口
麻
衣　

中
村
た
か

添
田
雅
宏　

闍
久
英
夫

海
老
原
宏
美　

闍
橋
満
智
子

尾
崎
修　

坂
下
茂　

槐
泰
成

大
川
裕
己　

坂
本
勝
惠

松
尾
和
久　

千
坂
真
樹

仲
龍
二
郎　

深
堀
正
夫

小
川
裕
己　

西
口
多
喜
子

野
口
真　

伊  
 
仁　

女
川
武
司

福
田
功　

菊
地
幹　

大
村
英
雄

佐
藤
文
彦　

平
松
美
佐
子

古
瀬
健
一　

佐
々
木
直
子

○
保
健
衛
生
の
普
及
推
進
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

小
坂
和
宏　

有
村
章

新
城
長
昭　

鎌
田
康
太
郎

内
野
秀
治

○
農
商
工
業
等
の
育
成
及
び
発

展
に
尽
力
し
、 
功
績
の
あ
っ
た
方

加
藤
政
治　

浦
川
忠
義

中
村
た
か　

鈴
木
光
男

池
田
公
人　

中
谷
要

南
義
一　

田
中
ミ
ツ
ヨ（
故
人
）

奥
村
公
志

○
防
災
、
交
通
安
全
及
び
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ

っ
た
方

高
杉
登　

吉
田
彰　

小
槫
敏
雄

家
村
林　

井
島
稔　

白
濱
長
孝

市
政
功
労
者
を 

　
　
　
　
　
表
彰
し
ま
し
た 

眞
闢
一
郎　

加
藤
政
治

野
村
和
男　

木
村
七
郎

大
河
原
閂　

澤
口
完
司

樋
沢
雅
彦　

倉
富
和
子

江
花
徹
夫　

岩
田
一
弘

○
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
力

し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

和
氣
充
幸　

海
老
原
ま
や

○
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力

し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

大
曾
根
瑛　

半
田
道
夫

幡
野
智
惠
子　

近
藤
慶
二

福
田
進　

加
藤
洋
子

鐚
西
顕
子　

長
谷
川
和
男

湯
浅
美
智
子

○
行
財
政
運
営
に
尽
力
し
、
功

績
の
あ
っ
た
方

峰
岸
芳
昭　

石
川
元
允

荒
川
進　

松
本
藤
枝

藤
島
玲
子　

加
藤
和
枝

中
村
勝
司　

野
口
博
之

大
河
原
閂　

大
闢
映
二

○
優
れ
た
善
行
に
よ
り
市
民
の

模
範
と
な
る
方

北
島
弘
二　

北
島
さ
よ
子

榎
本
洋
子

○
市
の
公
益
の
た
め
金
品
等
の

寄
附
を
さ
れ
た
方

齋
藤
貴
美
恵

東
大
和
市
上
下
水
道
工
事
組
合

株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス

東
大
和
遊
技
場
組
合

※
会
場
の
座
席
数
の

関
係
上
、
原
則
指
定

さ
れ
た
対
象
地
域
の

日
程
で
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
日
程
の

都
合
が
合
わ
な
い
場

合
等
は
、
対
象
地
域

以
外
で
の
日
程
で
も

参
加
可
能
で
す
。

※
各
回
の
開
催
時
間

　

分
前
か
ら
、
源
泉

３０所
得
税
及
び
法
定
調

書
関
係
用
紙
、
給
与

支
払
報
告
書
等
の
地

方
税
関
係
書
類
を
配

布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

立
川
税

務
署
源
泉
所
得
税
担

当
�　

│　

│
１
１

０４２

５２３

８
１
・
内
線　

へ
。

３２４

立
川
税
務
署
か
ら
の 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

年
末
調
整
等
説
明
会 

事
業
主
の
方
へ 

　
個
人
住
民
税
の 

　
　
　
特
別
徴
収 

家
屋
調
査
に 

 

ご
協
力
を 

　
お
願
い
し
ま
す 

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を 

　
　
　
　
　
　
　  

　発
送
し
ま
す 

説明会会場開催時間対象地域開催日

立川地方合同庁舎
 3 階共用会議室

（立川市緑町 4 番地の 2 ）

　
※各市での開催はありません
　のでご注意ください。　　 

午後の部東 大 和 市11月 4 日（水）

午前の部武蔵村山市
11月 5 日（木）

午後の部国 分 寺 市

午前の部
立 川 市11月 6 日（金）

午後の部

午前の部
昭 島 市11月 9 日（月）

午後の部

午前の部国 立 市11月 10日（火）

※午前の部：午前 10時～正午　　午後の部：午後 2 時～ 4 時

特別徴収の流れ 
毎年5月に特別徴収義務者（事業主）あてに市区町村から特別徴収
税額の通知を送付します。 
その税額を毎月の給与から天引きし、翌月10日までに従業員の方
がお住まいの市区町村に納入していただきます。 

従
業
員
の
方
が
お
住
ま
い
の 

市
　
区
　
町
　
村 

事
　
業
　
主 

（
特
別
徴
収
義
務
者
） 

従
　
業
　
員 

（
納
税
義
務
者
） 

①給与支払報告書の提出 

  （1月31日まで） 
③特別徴収税額の通知 

（5月31日まで）   

④給与からの特別徴収 
  （給与天引き） 

               （6月～翌年5月の毎月） 
⑤個人住民税の納入 

 　　　（翌月10日まで） 

②特別徴収税額の通知 

（5月31日まで） 

▲表彰式の様子）
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東
大
和
市
駅
前
広
場
に
花
を

植
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

駅
前
広
場
に
花
を
植
え
て
、

憩
い
と
潤
い
の
空
間
を
創
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

企
業
等
の
方

▽
日
時　
　

月
４
日
貉
午
前
９

１１

時　

分
〜
正
午

３０
※
小
雨
決
行
。
予
備
日
は　

月
１１

５
日
貅
で
す
。

▽
集
合　

午
前
９
時
・
東
大
和

市
駅
前
ス
ケ
ー
ト
場
前

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

※
軍
手
や
道
具
等
は
市
で
用
意

し
、保
険
は
市
で
加
入
し
ま
す
。

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日
貊

１０

２３

▽
申
込
み　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
１
ま
で
。

　

野
外
焼
却
に
つ
い
て
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る

廃
棄
物
（
ご
み
・
落
ち
葉
等
）

を
露
地
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼
却

す
る
こ
と
は
、
法
律
及
び
都
条

例
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。
野
外
焼
却
を
火
事
だ

と
ま
ち
が
い
、
消
防
署
に
通
報

す
る
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
、
適
切
な
方
法
で

処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
近
隣

の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
避
け
、

皆
さ
ん
が
良
好
な
環
境
の
下
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

　

平
成　

年
度
の
総
排
出
量
は
、

２６

前
年
度
と
比
べ
て
約　

％
減
少

２.９

し
、
決
算
状
況
は
左
図
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
家
庭
廃
棄
物
処
理
手

数
料
の
使
途
等
に
つ
い
て
は
、

別
途
今
年
度
内
に
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

家
庭
廃
棄
物
の
中
で
多
く
の
容

積
を
占
め
ま
す
。
き
ち
ん
と
分

別
し
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
汚
れ
て
い
る
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
可
燃

ご
み
で
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

ごみ・資源物 
処理量と決算状況 

平成26年度 平成26年度 

ごみ・資源物 
処理量と決算状況 

花
植
え 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

　
　
募
集
し
ま
す 

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
ご
み
の
減
量 

野
外
で
の
焼
却
は 

　
原
則
禁
止
で
す 

　

市
内
を
２
つ
の
ル
ー
ト
で
運

行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
ち
ょ
こ
バ
ス
）
に
広
告
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
の

目
に
と
ま
り
、
地
域
に
密
着
し

た
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
や
料
金
な
ど
の
詳
細

は
、 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
広
告
の
種
類

�
車
内
広
告

：

額
面
ポ
ス
タ
ー

を
車
内
に
貼
り
出
し
ま
す
。

�
車
内
放
送

：

停
留
所
名
を
案

内
す
る
時
に
、
音
声
で
広
告
を

流
し
ま
す
。

�
バ
ス
停
留
所
広
告

：

広
告
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
出
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

西
武
バ
ス
㈱
開
発

課
�　

―
２
９
９
５
―
８
１
３

０４

２
へ
。

ち
ょ
こ
バ
ス
に 

 

広
告
を 

   

出
し
ま
せ
ん
か 

　

最
近
、
自
転
車
が
関
与
す
る

交
通
事
故
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
信
号
無
視
や

車
道
の
右
側
を
走
行
す
る
な
ど
、

自
転
車
利
用
者
に
よ
る
無
謀
な

運
転
も
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

「
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ

ト
」
と
は
、「
恐
怖
を
直
視
さ
せ

る
」
と
い
う
意
味
で
、
ス
タ
ン

ト
マ
ン
が
受
講
者
の
目
の
前
で

交
通
事
故
を
再
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
の
衝
撃
や
怖

さ
を
実
感
さ
せ
、
交
通
ル
ー
ル

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
受
講
者

自
身
に
考
え
る
機
会
を
与
え
る

教
育
技
法
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す

の
で
、
交
通
安
全
の
意
識
を
見

直
す
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
２
日
豺
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時

３０
▽
場
所　

第
一
中
学
校
校
庭

※
雨
天
時
は
同
校
体
育
館

▽
内
容　

ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ

る
交
通
事
故
再
現
、
生
徒
に
よ

る
危
険
な
自
転
車
の
乗
り
方
体

験▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

交通事故の衝撃や怖さを 
実感できます 

スケアード・ストレイト 
方式による 

体験型 
自転車交通安全教室 

　

東
京
都
と
区
市
町
村
で
は
、

　

月　

日
貅
〜　

日
貍
の　

日

１０

２２

３１

１０

間
、「
困
り
ま
す
！　

自
転
車

置
き
去
り　

知
ら
ん
ぷ
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
駅
前
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

◎
放
置
自
転
車
等
は
み
ん
な
の

迷
惑

　

自
転
車
等
の
「
放
置
」
と
は
、

駐
車
時
間
の
長
短
や
利
用
目
的

に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
が
自

転
車
等
駐
車
場
以
外
の
場
所
に

置
い
て
自
転
車
等
か
ら
離
れ
、

直
ち
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
等
は
、
街
の
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
な
ど
に
と
っ
て
非

常
に
危
険
で
す
。

　

特
に
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
上
の
放
置
自
転
車
等

は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の

通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
や
緊
急
時
の

障
害
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
一

人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
等
利
用
自
粛
の
お
願

い
　

市
内
の
各
駅
周
辺
の
駐
車
場

は
、
い
ず
れ
も
大
変
混
雑
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
各
駅
か
ら
お
お
む
ね　
８００

メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
自
転
車
等
利
用
の
自
粛

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
３
ま
で
。

駅
前
放
置
自
転
車 

 

ク
リ
ー
ン 

  

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　

９
月　

日
に
、
武
蔵
村
山
市

１５

の
野
山
北
公
園
運
動
場
に
お
い

て
平
成　

年
度
自
衛
消
防
審
査

２７

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
消
防
審
査
会
と
は
、
管

内
の
各
事
務
所
に
お
け
る
自
衛

消
防
技
術
の
向
上
と
、
自
衛
消

防
訓
練
の
成
果
確
認
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
一
号
消
火

栓
の
部
に
お
い
て
、
東

大
和
市
役
所
、
二
号
消

火
栓
の
部
に
お
い
て
、

社
会
医
療
法
人
財
団
大

和
会
介
護
老
人
保
健
施

設
東
大
和
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
が
優
勝
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

◎
北
多
摩
西
部
消
防
署 

　 東
大
和
市
役
所（
女
性
隊
）と 

東
大
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が 

自
衛
消
防
審
査
会
で 

　
　
優
勝
し
ま
し
た 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

容器包装プラスチックを減らす方法 　 
①マイバッグを持参して、 
　レジ袋等の過剰包装は 
　「断る」 
②詰め替え可能なものは、 
　タッパー等に移し、容 
　器は「持ち帰らない」 
③野菜や果物のネットな 
　どの、必要ないものは 
　「もらわない」 
④包装されていないもの 
　や包装が簡易なものを 
　「選ぶ」 　 
排出時に工夫しましょう 
　そのまま指定収集袋に入れるとかさ
ばります。同じ形状のものを重ねる、
小さく切る・まとめることで、より小
さな指定収集袋で排出できます。 

▼見通しの悪い交差点での事故再現）

有害ごみ・スプレー缶類が原因で火災事故等が発生しています 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごと袋に分けて
排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

平成 26年度ごみ・資源物処理量
前年度比較増減処理量品目前年度比較増減処理量品目

△16ｔ5,106ｔ資源物△683ｔ15,387ｔ可燃ごみ

2ｔ25ｔ有害ごみ△58ｔ924ｔ不燃ごみ

71ｔ1,150ｔ集団回収9ｔ247ｔ粗大ごみ

△675ｔ合計

※端数処理をしているため、数値が一致しない場合があります。

ごみ処理事業費ごみ減量推進事業費清掃管理事務費
�ごみ・資源物収集運搬・中間処理
　・最終処分経費　等

�リサイクルの推進にかかる経費
�中間処理（リサイクル）にかかる
　経費　等

�ごみ分別ガイドやごみ排出カレン
　ダーの作成・配布にかかる経費
�指定収集袋の作成・販売・管理に
　かかる経費　等

平成26年度ごみ・資源物にかかる決算状況 

一般財源　等 
991,752千円 

ごみ処理事業費 
1,026,714千円 

その他 
173,212千円 

家庭廃棄物処理手数料 
162,270千円 

ごみ減量推進事業費 
189,500千円 

清掃管理事務費 
111,020千円 

歳入 
1,327,234千円 1,327,234千円 

歳出 

�
東
大
和
市
役
所
の
自
衛
消
防
隊
）
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�

■
か
る
が
も
ま
つ
り
〜
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

　

児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
た　

月
は
「
児
童
虐
待
防
止

１１

推
進
月
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
こ
の
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
に
合
わ

せ
て
「
か
る
が
も
ま
つ
り
〜
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
」
を
実
施
し
ま
す
。
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
は
、
児
童
虐
待
防
止

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

入
口
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人

形
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
つ
い

た
オ
レ
ン
ジ
の
た
す
き
を
か
け

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貉
午
前　

１１

２５

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
等

■　

月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

１１
ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

１
│　

、
�　

│　

│
４
４
３

２５８

０４２

５６１

３
）

�
大
和
富
士
幼
稚
園
（
向
原
４

│　

│　

、
�　

│　

│
２
３

１６

１７

０４２

５６１

７
９
）

▽
入
園
案
内　
　

月　

日
貅
か

１０

１５

ら
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

▽
願
書
受
付　
　

月
１
日
豸
に

１１

各
幼
稚
園
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

　

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
は
、

精
神
障
害
者
の
早
期
治
療
、
社

会
復
帰
、
社
会
参
加
等
の
促
進

を
図
り
、
併
せ
て
国
民
の
精
神

的
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
普
及
運
動
の
推
進
標

語
は
「
や
さ
し
さ
で
つ
く
る
共

生
社
会
」
で
す
。

　

市
及
び
保
健
所
で
は
、
下
記

の
と
お
り
、「
心
の
健
康
」
に
関

す
る
相
談
窓
口
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
相
談　

障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
６
ま
で
。

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
専
門

医
に
よ
る
予
約
相
談
）　

健
康

課
（
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
）
�

　

│　

│
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

○
就
労
に
関
す
る
相
談
・
支
援

　

東
大
和
市
障
害
者
就
労
支
援

室
・
内
線
２
３
０
９
ま
で
。

○
生
活
や
仕
事
に
関
す
る
相
談

　

東
大
和
市
く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

○
日
常
生
活
の
相
談
、
交
流
の

場
の
提
供
等　

精
神
障
害
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ウ
エ

ル
カ
ム
」
�　

│　

│
０
８
９

０４２

５６４

子ども家庭支援センター 

　　　　　　　からの 

　　　　　　お知らせ 

かるがも 

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。

�
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員

が
支
援
制
度
・
手
続
き
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

�
市
内
に
居
住
し
、
失
業
等
に

よ
り
生
活
に
お
困
り
の
方

�
本
事
業
に
よ
る
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
資
産
収
入

要
件
等
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
平
日

３０

１５

の
み
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

　

事
務
繁
忙
期
な
ど
必
要
に
応

じ
、
一
定
期
間
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
た
め
の
臨
時
職
員
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
職
種
・
賃
金
（
時

間
給
）　

下
表
の
と

お
り
で
す
。
（　

月
１０

１
日
現
在
）

▽
社
会
保
険
等　

健

康
保
険
法
・
厚
生
年

金
保
険
法
・
雇
用
保

険
法
等
の
定
め
に
該

当
す
る
方
（
勤
務
形

態
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）
は
、
健
康
保
険

・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
等
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

職
員
課
（
市
役

所
３
階
）

▽
提
出
書
類　

市
規
定
の
履
歴

書
（
市
販
の
も
の
で
も
可
）

　

次
の
幼
稚
園
で
、
平
成　

年
２８

度
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

３
年
保
育
は
平
成　
２４

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日

２５

生
ま
れ
の
方
。
２
年
保
育
は
平

成　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月

２３

２４

１
日
生
ま
れ
の
方

▽
入
園
手
続
き
を
行
う
幼
稚
園

�
狭
山
ケ
丘
幼
稚
園
（
高
木
１

│　

│
１
、
�　

│　

│
０
６

８７

０４２

５６２

６
１
）

�
大
和
八
幡
幼
稚
園
（
奈
良
橋

平
成
２８
年
度 

　

私
立
幼
稚
園
の
入
園
手
続
き 

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
え
る
「
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
保

護
者

▽
日
時
・
場
所
等　
　

月
４
日

１１

貉
は
湖
畔
集
会
所
、　

月　

日

１１

１１

貉
は
清
水
集
会
所
、　

月　

日

１１

１８

貉
仲
原
集
会
所
、　

月　

日
貂

１１

２４

は
、
む
こ
う
は
ら
児
童
館

※
各
回
と
も
時
間
は
、
午
前　
１０

時　

分
〜　

時　

分
で
す
。

３０

１１

４５

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

│
０４２

　

│
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

■
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」
〜
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
一
緒
に
解
決
策
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
〜

　

経
済
的
な
問
題
と
あ
わ
せ
て
、

精
神
的
な
問
題
、
家
庭
の
問
題

な
ど
、
様
々
な
問
題
に
対
し
て

専
門
の
支
援
員
が
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金
と

し
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
い
ま
す
。

◎
そ
え
る
の
コ
ン
セ
プ
ト

�
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
ご

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す 

※
履
歴
書
を
提
出
し
た
方
は
、

臨
時
職
員
と
し
て
登
録
（
登
録

期
間
は
２
年
間
）
し
、
必
要
に

応
じ
勤
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

１
へ
。

○
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
専

門
相
談　

東
京
都
多
摩
立
川
保

健
所
�　

│　

│
５
１
７
１
へ
。

０４２

５２４

○
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談　

東
京

都
立
多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
�　

│　

│
５
５
６

０４２

３７１

０
へ
。

○
東
京
都
こ
こ
ろ
の
夜
間
電
話

相
談　

�　

│
５
１
５
５
│
５

０３

０
２
８
へ
。（
午
後
５
時
〜　

時
、

１０

受
付
は
午
後
９
時　

分
ま
で
）

３０

助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗

　

住
宅
は
、
市
内
に
所
有
す
る

自
己
居
住
用
の
住
宅
。店
舗
は
、

市
内
に
あ
る
自
己
営
業
用
の
小

売
店
舗
等
で
、
風
俗
営
業
法
の

規
制
を
受
け
な
い
も
の
。
自
己

営
業
用
の
店
舗
を
賃
借
し
て
い

る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
工
事

　

工
事
金
額
が
消
費
税
額
を
除

き　

万
円
以
上
で
、
市
内
の
建

１５
設
業
者
に
よ
り
行
う
増
改
築
工

事
。
ま
た
、
交
付
決
定
以
降
に

着
工
し
、
平
成　

年
３
月　

日

２８

３１

ま
で
に
完
了
す
る
工
事
で
あ
る

こ
と
。

※
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の
５

％
以
内
で
、
最
高　

万
円

１０

■
施
工
団
体
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
　

市
で
は
、
住
宅
等
の
増
改
築

及
び
修
繕
を
考
え
て
い
る
方
で
、

「
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」 

「
相
談
相
手
が
い

な
い
」
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、

市
と
協
定
し
て
い
る
施
工
団
体

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

※
団
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
業

者
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
市
が
個

別
の
事
業
者
を
あ
っ
せ
ん
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

■
平
成　

年
度
住
宅
・
店
舗
リ

２７

フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
（
補
助
）

制
度

　

市
民
の
方
が
、
所
有
す
る
住

宅
ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し

た
場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
以
降
に
、
同
一

２５

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の
補

住宅・店舗 

リフォームを　 
　お考えの方へ 

１０
月
２６
日
〜
１１
月
１
日 

 

精
神
保
健
福
祉 

　
　
　 

普
及
運
動 

庭
体
験
発
表
、
個
別
相
談

▽
保
育
・
手
話
通
訳　

保
育

（
満
１
歳
児
〜
未
就
学
児
）
と

手
話
通
訳
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。　
１０

月　

日
貊
ま
で
に
子
ど
も
家
庭

３０
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

│　

│
３

０４２

５６５

６
５
１
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス　
０４２

│　

│
３
６
５
２
ま
で
お
申
し

５６５
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

小
平
児
童
相
談
所

�　

│　

│
３
７
１
１
ま
た
は

０４２

４６７

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　

│　

│
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

親
の
病
気
や
虐
待
な
ど
様
々

な
事
情
に
よ
り
、
親
元
で
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
を
、
養
子
縁
組

を
目
的
と
せ
ず
に
育
て
て
い
る

家
庭
を
、
東
京
都
で
は
養
育
家

庭
（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

体
験
発
表
会
で
は
、
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
う
え
で
の
悩
み

や
苦
労
の
ほ
か
、
子
ど
も
が
少

し
ず
つ
家
庭
に
な
じ
ん
で
い
く

様
子
や
、
子
育
て
の
喜
び
・
す

ば
ら
し
さ
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

養
育
家
庭
制
度
に
興
味
が
あ

る
方
や
子
育
て
中
の
方
、
福
祉

に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
豺
午
前　

１１

１６

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室
（
２
階
）

▽
内
容　

制
度
説
明
、
養
育
家

養
育
家
庭 

（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

　

体
験
発
表
会 

生活や仕事で 

　　　　お困りの方へ 

時間給主な職種区分
910円一般事務

事務系
1,140円催告事務
1,100円有資格者

保育士職

技術系

940円その他
1,210円有資格者11時間開所
1,030円その他保育士職
1,100円有資格者児童館・学童
940円その他保育所業務員
1,760円保健師
1,720円助産師
1,680円臨床検査技師
1,680円正

看護師
1,640円准
1,640円歯科衛生士
1,100円栄養士
910円図書館勤務員
910円給食配膳員

労務系
1,140円土木・清掃作業員
1,020円給食調理員
1,020円身障等介助員
1,020円施設等営繕業務員
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2 0 1 5 ・ 1 0 ・ 1 5�

▽
貸
出
期
間　

貸
出
可
能
期

間
の
う
ち
、
お
お
む
ね
２
週

間
以
内
（
設
営
、
撤
収
を
含

む
）

▽
貸
出
可
能
期
間　

平
成　
２８

年
１
月
６
日
貉
〜　

日
豸

３１

※
休
館
日
（
毎
週
火
曜
日
、

毎
月
第
３
木
曜
日
、
土
・
日

曜
日
以
外
の
祝
日
）
は
除
く
。

▽
展
示
ス
ペ
ー
ス

�
Ｌ
字
型
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

（
縦　

㎝
、
横　

㎝
・　

㎝
、

５８

４００

４５５

高
さ　

㎝
）

２４

�
中
央
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

（
縦　

㎝
、
横　

㎝
、
高
さ

８６

１１６

　

㎝
）

２０�
壁
面
（
縦　

㎝
、
横　

㎝

１３９

４００

・　

㎝
）

４５５
▽
申
込
方
法　
　

月
４
日
貉

１１

か
ら
、
中
央
図
書
館
�　

―
０４２

　

―
２
４
５
４
ま
た
は
カ
ウ

５６４ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
等
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
も
募

集
し
ま
す
。
対
象
は
小
学
４
年

生
以
上
で
、定
員
は　

人
で
す
。

１０

▽
対
象　

幼
児
以
上

▽
日
時　
　

月
７
日
貍
午
後
１

１１

時
〜
３
時　

分
３０

▽
場
所　

む
こ
う
は
ら
児
童
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２００

▽
申
込
方
法　
　

月
６
日
貊
ま

１１

で
、
む
こ
う
は
ら
児
童
館
で
チ

ケ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
（
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）。
１
枚　
１００

円
。当
日
券
は
販
売
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

む
こ
う
は
ら
児
童

館
�　

―　

―
１
８
５
８
ま
で
。

０４２

５６３

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
、

ピ
ロ
テ
ィ

▽
内
容　

バ
ン
ド
を
は
じ
め
と

す
る
音
楽
な
ど
の
発
表

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

　

親
子
で
宇
宙
や
科
学
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
工
作

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生
と
保
護
者
で
、

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方

▽
日
時　
　

月
８
日
豸
・
平
成

１１

　

年
２
月　

日
豸
、
と
も
に
午

２８

２１

前
９
時　

分
〜
正
午

３０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

１５

▽
内
容　

フ
ィ
ル
ム
ロ
ケ
ッ
ト

・
熱
気
球
の
製
作
、
レ
ポ
ー
ト

発
表

▽
講
師　

遠
藤
純
夫
氏
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
―
Ｍ
Ａ
幹

事
）
ほ
か

▽
費
用　

１
組　

円
（
材
料
費
）

４００

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
な
ど

▽
申
込
み　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

中
央
図
書
館
の 

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す 

　東大和市の観光キャラクター 
〝うまべぇ〟が次のイベントに 
登場します。 
　なお、予定が変更となる場合 
がありますので、詳しくはお問 
い合わせください。 
〝うまべぇ〟に会いに来てね。 
 

第36回所沢市民フェスティバル 
「西武線沿線ご当地コーナー」 
蜴日時　10月24日貍・25日豸午前10時～午後4時 
蜴場所　所沢航空記念公園（埼玉県所沢市並木1-13） 
 
第46回東やまと産業まつり 
蜴日時　10月31日貍及び11月1日豸午前10時～午後4時頃 
蜴場所　中小企業大学校東京校（東大和市桜が丘2-137-5） 
※今年度は、場所が変更されています。ご注意ください。 
　 
□◆以上のお問合せは、産業振興課・内線1074まで。 

観光キャラクター 
〝うまべぇ〟の出没情報 
観光キャラクター 

〝うまべぇ〟の出没情報 

　

中
央
図
書
館
で
は
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
図
書
館
主

催
の
展
示
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
、
無
料
の
一
般
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。
申

込
順
で
す
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
と
は
、

中
央
図
書
館
２
階
ロ
ビ
ー

・
廊
下
と
一
体
に
な
っ
た

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

※
図
書
館
内
で
の
販
売
行

為
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に

活
動
し
、
芸
術
文
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体

※
特
定
の
宗
教
団
体
及
び

企
業
等
の
営
利
を
目
的
と

し
た
団
体
は
除
く
。

　

中
央
公
民
館
に
て
、
若
者
た

ち
の
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
、
第
５
回
オ

ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
発
表
は
、
バ
ン
ド
や
弾
き
語

り
な
ど
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
掘
り
出

し
物
が
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
協
力 ：

タ
イ

ム
マ
シ
ー
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
）
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
出
演
者
や
イ
ベ
ン
ト

の
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前　

１０

３１

１０

時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

オ
ー
タ
ム 

　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

▼中央図書館の展示コーナー

フ
ィ
ル
ム
ロ
ケ
ッ
ト
や 

　
　

熱
気
球
を
つ
く
ろ
う 

　

宇
宙
の
学
校 

　

基
礎
知
識
が
あ
る
と
、
博
物

館
の
展
示
品
が
読
め
る
な
ど
、

世
界
が
広
が
り
ま
す
。

　

解
読
済
み
の
『
里
正
日
誌
』

は
５
冊
刊
行
中
で
す
。

　

郷
土
博
物
館
な
ど
で
購
入

で
き
、
図
書
館
で
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
開
催
日
・
内
容　

下
表
の

と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
講
師　

藤
田
昭
造
氏
（
明

治
大
学
講
師
、
東
大
和
市
文

化
財
保
護
委
員
）

▽
持
ち
物　

え
ん
ぴ
つ
、
消

　

講
師
の
藤
田
昭
造
氏
は
、
市

内
の
名
主
が
書
き
残
し
た
『
里

正
日
誌
』
の
解
読
に
、
は
じ
め

か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
実
際
に
残
存
す
る
江

戸
時
代
の
文
献
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
初
心
者
で
も
古
文
書
が

読
め
る
よ
う
に
な
る
知
識
や
コ

ツ
、
学
習
法
を
学
び
ま
す
。

し
ゴ
ム
、
漢
和
辞
典
・
国
語
辞

典
（
電
子
版
も
可
）

▽
申
込
み　

上
北
台
公
民
館
�

　

―　

―
２
６
９
１
ま
で
。

０４２

５６７

む
こ
う
は
ら
児
童
館
ま
つ
り 

む
こ
じ
ど 

　
ス
ペ
ー
ス
ま
つ
り 

地域発見講座 

あなたも読める 
　　古文書講座 

地域発見講座日程表
内容日にち回

�古文書の魅力を知る
11月11日貉1

�高校日本史Bで学ぶ日本の村 1
�高校日本史Bで学ぶ日本の村 2

11月18日貉2
�市内の古文書を読む 1
市内の古文書を読む 211月25日貉3
『里正日誌』を読む 112月2日貉4
『里正日誌』を読む 212月9日貉5
基礎編 終了12月16日貉6

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
協
会
の

加
盟
団
体
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）、
公
民
館
、
同
体
育
館
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
申
込
用
紙
と
一

緒
に
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
、
体
育
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

体
育
協
会
〔
東
大

和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館

（
市
民
体
育
館
）
内
〕
�　

―
０４２

　

―
３
５
３
１
へ
。

５６６

　

体
育
協
会
で
は
、
第　

回
市

２６

民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ス
ポ
レ

ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
（
祝
日
）

１１

２３

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

※
午
前
の
部
は
ス
リ
ッ
パ
卓
球
、

午
前
・
午
後
を
通
し
て
地
下
１

階
で
ゲ
ー
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
体
力
測
定
が
あ
り
ま
す
。
午

後
の
部
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
は
、
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館
（
市
民
体
育
館
）

▽
申
込
期
限　
　

月　

日
貍

１１

１４

▽
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
東
大
和
市

ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
（
市

民
体
育
館
）
に
あ
る
フ
ァ
イ
ル

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
レ
ク
に 

ご
参
加
く
だ
さ
い 

　

飯
豊
山
登
山
口
か
ら
遊
歩
道

沿
い
に
歩
き
、
ブ
ナ
の
原
生
林

を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
約　

メ
６０

ー
ト
ル
の
３
段
滝
「
大
滝
」
が

現
れ
ま
す
。
紅
葉
を
眺
め
な
が

ら
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
　

月　

日
豸
午
前
８

１０

２５

時
集
合

※
小
雨
決
行
。
事
前
予
約
制

▽
集
合
場
所　

福
島
県
喜
多
方

市
山
都
町
川
入
地
区

▽
参
加
費　

一
、五
〇
〇
円（
保

険
代
含
む
。
交
通
費
は
自
己
負

担
）

※
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
適

し
た
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

川
の
水
量
に
よ
り
、
長
靴
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
大
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
問
合

せ　

山
都
地
区
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
�
０
２

４
１
―　

―
３
８
３
１
へ
。

３８

▽
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.k
ita

k
ata-k

an
k
o.jp

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

「
喜
多
方
市
に 

　
　
　
　
出
か
け
よ
う
！
」 

大
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 
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■
乳
幼
児
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
ご
案
内
は
、
対

象
と
な
る
月
の
前
月
末
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
月
齢
及
び
年
齢
（
誕

生
日
）
に
な
る
ま
で
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

２
期

対
象
者　

平
成　

年
４
月
２
日

２１

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２２

／
接
種
期
限　

平
成　

年
３
月

２８

　

日
貅

３１
　

Ｍ
Ｒ
の
予
防
接
種
は
、
２
回

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
２
期
は

２
回
目
の
接
種
に
あ
た
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
世
界
的

に
撲
滅
を
目
指
し
て
い
る
感
染

症
で
、
旅
行
や
就
職
、
進
学
等

の
節
目
に
接
種
を
確
認
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染

症
が
流
行
す
る
と
、
接
種
の
機

会
を
逃
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
全
額

自
己
負
担
で
の
接
種
と
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

※
転
入
等
で
東
大
和
市
の
予
診

票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
母

子
健
康
手
帳
を
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
平
成　

年
度
先
天
性
風
し
ん

２７

症
候
群
対
策
事
業

　
　

歳
以
上
の
市
民
で
、
妊
娠

１９
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

①
風
し
ん
抗
体
検
査

　

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
、
ま
た
は
予
防

接
種
を
２
回
以
上
受
け
た
こ
と

が
な
い（
分
か
ら
な
い
）
方
は
、

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
抗
体

検
査
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種　

①
で
受
け
た
抗
体

検
査
（
昨
年
度
の
当
事
業
受
検

者
含
む
）、ま
た
は
過
去
の
妊
婦

健
診
や
自
費
で
受
け
た
抗
体
検

査
の
結
果
、
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法

で　

以
下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で

１６
８
未
満
で
あ
っ
た
場
合
、
市
内

指
定
医
療
機
関
で
Ｍ
Ｒ
の
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
す
で
に
予
防
接
種
を
２
回

以
上
受
け
た
方
は
対
象
外
で
す
。

　

事
業
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
は
が

き
に
記
載
の
医
療
機
関
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
（
原
則
予
約
が

必
要
で
す
）。

対
象
者　

①
接
種
当
日　

歳
以

６５

上
の
方
②
接
種
当
日　

歳
以
上

６０

　

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎

６５臓
、
呼
吸
器
等
に
重
い
病
気
の

あ
る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
。
接
種
の
際
に
障
害
者
手
帳

の
写
し
が
必
要
で
す
）
／
接
種

期
限　
　

月　

日
豺
／
接
種
回

１２

２８

数　

１
回
／
接
種
費
用　

二
、

五
〇
〇
円
〔
従
来
の
３
価
ワ
ク

チ
ン
（
Ａ
型
２
株
、
Ｂ
型
１
株
）

か
ら
４
価
ワ
ク
チ
ン
（
Ａ
型
２

株
、
Ｂ
型
２
株
）
に
変
わ
り
、

よ
り
多
く
の
種
類
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
接
種
費
用

が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
〕

※
生
活
保
護
受
給
者
、
中
国
残

留
邦
人
等
支
援
給
付
受
給
者
の

方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
必
ず

受
給
証
明
書
を
医
療
機
関
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
対
象
年
齢
以
外
の
方
及
び
期

間
外
の
接
種
、
指
定
医
療
機
関

以
外
で
の
接
種
は
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５
２

０４２

５６５

１
１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
４
日
貉
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。　

月　

日
貊
か
ら
受
付
を

１０

１６

開
始
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け

付
け
ま
す
）
／
離
乳
食
の
進
め

方
・
作
り
方
の
話
、
試
食
（
保

護
者
の
み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た

は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／　

月　

日
貉
午
後
１

１１

１１

時　

分
〜
３
時　

分
／
場
所

３０

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
。　

月　

日
貊
か
ら

１０

１６

受
付
を
開
始
し
ま
す
）
／
保
育

室
有
り
（　

人
。
申
込
順
）
／

１５

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
、 

調
理

実
習
、試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、 

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

�������������������

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
１
１
ま
で
。

■
東
大
和
市
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会

▽
日
時　
　

月
４
日
貉
午
前　

１１

１０

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
先

１０

着
順
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

■
第
３
回
東
大
和
市
地
域
公
共

交
通
会
議

▽
日
時　
　

月　

日
貉
午
後
２

１０

２８

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
先

１０

着
順
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
６
ま
で
。

■
第
２
回
総
合
教
育
会
議

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
後
３

１０

３０

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
先

１０

着
順
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

会
議
・
審
議
会

会
議
・
審
議
会

□
施
設
開
放
祭
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
」（
あ
と
り
え
ト
ン
ト
ン
）／

市
民
／　

月　

日
正
午
〜
午
後

１０

１７

４
時
／
■場
あ
と
り
え
ト
ン
ト
ン

／
食
事
模
擬
店
、革
工
芸
体
験
、

バ
ザ
ー
品
販
売
／
■問
 

あ
と
り
え

ト
ン
ト
ン　

―　

―
３
９
２
０

０４２

５６６

□
空
堀
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
環

境
学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
）
／

　

月　

日
午
前　

時
〜
正
午
／

１０

２９

１０

集
合：

清
水
富
士
見
緑
地
／
清

水
富
士
見
緑
地
か
ら
高
木
橋
と

奈
良
橋
川
の
合
流
地
点
あ
た
り

の
河
川
敷
を
歩
き
な
が
ら
、
ど

ん
な
秋
の
植
生
や
生
き
物
な
ど

が
見
ら
れ
る
か
観
察
し
な
が
ら

楽
し
み
ま
し
ょ
う
／
長
靴
（
ぬ

れ
て
も
よ
い
靴
）、
長
ズ
ボ
ン
、

帽
子
／
■持
 

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
／
■問
 

田
口　

―　

―

０４２

５６１

８
２
１
４
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

□
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
〜

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
東
京
都
行
政
書
士
会
立
川
支

部
）／　

月　

日
・　

月
１
日
午

１０

３１

１１

前　

時
〜
午
後
３
時
／
■場
中
小

１０
企
業
大
学
校
東
京
校
（
産
業
ま

つ
り
会
場
）／
相
続
や
遺
言
、成

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

年
後
見
制
度
な
ど
の
身
近
な
事

柄
、
会
社
の
設
立
や
各
種
許
認

可
等
／
■問
 

東
京
都
行
政
書
士
会

立
川
支
部　

―　

―
６
６
２
１

０４２

５２１

□
介
護
予
防
の
地
域
交
流
の
場

「
ま
め
家
」（
ま
め
の
会
）
／
概

ね　

歳
以
上
の
方
／　

月
１
日

６５

１１

午
後
１
時　

分
〜
４
時
／
■場
デ

３０

イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／

　

人
位
（
申
込
順
）
／
介
護
予

１０防
体
操
、
歌
、
手
芸
、
ゲ
ー
ム
、

麻
雀
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
。
友

人
と
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
／
■費
 
　
２００

円
（
お
茶
代
等
）
／
■問
 

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―　
０４２

５６５

―
９
７
７
８

□
木
目
込
人
形
干
支（
申
）講
習

会
〔
手
工
芸
連
盟
（
紫
翠
会
）〕

／
市
民
／　

月
６
日
・　

日
午

１１

１３

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
／
■場

３０

中
央
公
民
館
／　

人（
申
込
順
）

１５

／
■講
 

榊
枝
喜
子
／
■費
 

千
百
円
〜

四
千
五
百
円
（
材
料
代
）
／
■持
 

目
打
ち
、
は
さ
み
、
お
し
ぼ
り
、

エ
プ
ロ
ン
／
■申
 
　

月　

日
ま
で

１０

３１

に
島
袋　

―　

―
３
３
４
９
へ
。

０４２

５６５

□
オ
ー
ロ
ラ
と
ダ
ン
ス
の
夕
べ

〜
東
京
で
オ
ー
ロ
ラ
を
〜
（
極

地
ク
ラ
ブ
）
／
未
就
学
児
は
入

場
不
可
／　

月　

日
午
後
５
時

１１

１５

か
ら
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／

自
然
現
象
の
う
ち
で
最
も
壮
麗

か
つ
神
秘
的
な
オ
ー
ロ
ラ
。
ア

ラ
ス
カ
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
で

　

年
に
渡
り
撮
り
続
け
た
オ
ー

１５

ロ
ラ
の
４
Ｋ
カ
メ
ラ
貴
重
映
像
。

映
像
、
ダ
ン
ス
を
織
り
交
ぜ
た

「
神
秘
の
世
界
」
北
極
圏
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
こ
こ
に
／

■費
 

二
千
五
百
円
〔
入
場
料
。
中

学
生
以
下
は
千
円
（　

人
ま

１００

で
）〕／
協
力：

国
立
極
地
研
究

所
／
■問
 

小
嶋　

―
７
１
８
３
―

０９０

９
９
２
２

□
ド
イ
ツ
語
会
員
募
集
（
み
ん

な
の
ド
イ
ツ
語
―
は
じ
め
の
一

歩
―
）
／
成
人
／
毎
週
原
則
金

曜
日
午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分（　

月
は
６
日
・　

日
・　

日
）

１１

１３

２７

／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
ド
イ

ツ
語
（
初
歩
）
の
学
習
／
■入
 

三

千
円
／
１
回
千
円
／
■問
 

福
本　
０８０

―
５
５
４
１
―
４
１
９
１

□
参
加
者
募
集
「
環
境
の
お
話

と
多
摩
動
物
公
園
自
然
体
験
の

つ
ど
い
」
／
東
京
ガ
ス
多
摩
支

店
と
多
摩
動
物
公
園
は
、
親
子

で
参
加
し
考
え
る
環
境
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
女
性
記
者

で
初
め
て
南
極
観
測
隊
に
同
行

し
越
冬
し
た
中
山
由
美
氏
の

「
雪
と
氷
の
世
界
の
生
き
も
の

た
ち
〜
極
地
を
歩
い
て
」
の
講

演
も
あ
り
ま
す
。
事
前
申
込
み

を
し
た
ご
家
族
（
小
学
生
以
上

の
方
と
そ
の
家
族
）　

人
を
無

３００

料
で
招
待
し
ま
す
（
申
込
順
）。

参
加
特
典
は
、
多
摩
動
物
公
園

入
場
券
及
び
ラ
イ
オ
ン
バ
ス
乗

車
券
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

は
、
東
大
和
市
な
ど
の
環
境
に

つ
い
て
の
取
組
み
を
パ
ネ
ル
展

示
し
ま
す
／　

月　

日
午
前　

１１

２９

１０

時　

分
〜
午
後
０
時　

分
／
■場

３０

３０

多
摩
動
物
公
園
／
■申
 

多
摩
動
物

公
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
東
京
ガ
ス
㈱
多
摩
支
店

（
フ
ァ
ク
ス　

―　

―
６
１
４

０４２

５２６

２
）
へ
（　

月　

日
か
ら
受
付

１０

２１

開
始
）
／
■問
 

東
京
ガ
ス
㈱
多
摩

支
店
�　

―　

―
６
１
２
５

０４２

５２６

□
食
品
衛
生
実
務
講
習
会
（
多

摩
立
川
保
健
所
）
／
飲
食
店
等

の
食
品
衛
生
責
任
者
な
ど
／　
１１

月
５
日
午
後
２
時
〜
４
時
／
■場

武
蔵
村
山
市
民
会
館
／
食
中
毒

防
止
、
食
品
表
示
な
ど
／
■持
 

筆

記
用
具
／
当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
車
で
の

ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
／

■問
 

多
摩
立
川
保
健
所　

―　

―

０４２

５２４

５
１
７
１

□
裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会
／
夫
婦
関
係
、

扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
や

親
族
間
の
も
め
ご
と
、
土
地
建

物
、
金
銭
債
務
、
過
払
い
返
還
、

交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
も

め
ご
と
を
調
停
で
解
決
す
る
手

続
き
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
委
員
も
参
加
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
当
日
先
着
順
）／　

月
７
日
午

１１

前　

時
〜
午
後
３
時　

分
／
■場

１０

３０

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・ 

ア
イ
ム
５
階
／
■問
 

東
京
簡
易
裁

判
所　

―
５
８
１
９
―
０
２
６

０３

７□
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事

業
〜
ス
ケ
ー
ト
教
室
／
東
京
都

在
住
・
在
学
の
小
学
１
年
生
〜

高
校
生
（
小
学
生
は
保
護
者
の

同
伴
・
見
学
が
必
要
）
／　

月
１１

　

日
・　

日
・　

日
午
後
０
時

１４

２１

２８

　

分
〜
１
時　

分
、　

月　

日

４５

４５

１１

２９

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分
／

１５

４５

■場
ビ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
東
大
和
ス

ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
各　

人
１１０

（
申
込
順
）
／
■講
 

東
京
都
ス
ケ

ー
ト
連
盟
普
及
部
指
導
員
／
■費
 

　

円
（
参
加
費
）
／
主
催：

東

５００京
都
、
東
京
都
体
育
協
会
、
東

京
都
ス
ケ
ー
ト
連
盟
／
■申
 
　

月
１０

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

２３往
復
は
が
き
の
往
信
用
面
に
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
学
年

・
性
別
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
表
面
に
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
東
京
都
ス
ケ
ー
ト
連
盟
普

及
部
第
２
期
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
受

付
（
〒　
　

西
東
京
市
東
伏
見

２０２-
００２１

３
―
１
―　

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン

２５

コ
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
内
）
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
／
■問
 

同
教
室

担
当　

―　

―
１
２
２
２

０４２

４６５



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 5 ・ 1 0 ・ 1 5�

〈
一
般
書
〉

�
無
名
亭
の
夜

宮
下 
遼 
著

�
感
じ
る
言
葉　

オ
ノ
マ
ト

ペ

小
野 
正
弘 
著

�
超
一
流
の
超
休
息
術

潮
凪 
洋
介 
著

�
北
陸
新
幹
線
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン

藤
澤 
和
弘 
著

〈
児
童
書
〉

�
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
は
こ
び

か
た
    　

高
岡 
昌
江 
文

�
そ
ら
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
で

せ
か
い
い
っ
し
ゅ
う

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン , 　

             
ス
テ
ラ 
文

�
パ
パ
・
ヴ
ァ
イ
ト

ド
イ
チ
ュ
ク
ロ
ー
ン , 　

             
イ
ン
ゲ 
作

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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薬を飲むタイミング　
　薬を飲むタイミングは、薬によって様々
です。皆さんは、１日３回の薬をいつ飲み
ますか。つい習慣で食事をする時間帯に服
用すればいいと思っていませんか。
　例えば、骨 粗鬆症 の起床時に服用する薬

しょう

を食後や食直前に服用したとします。食事
と混ざるとほとんど吸収されず、せっかく
服用しても効果が全くありません。
　糖尿病の薬には、食事を 摂 らずに服用す

と

ると低血糖になる可能性がある薬もありま
すし、食直前に服用しなければ効果を発揮
しない薬もあります。
　睡眠薬は、通常寝る前に服用する薬です。
食事をしてすぐ寝る時など、胃の中に食物
が残っていると、ある種の睡眠薬は空腹時
の２～３倍も多く吸収され、効きすぎて過
度の眠気や呼吸を弱めることがあり危険で
す。また別の睡眠薬では、食後の服用で効
果が出るのが遅れてしまうものもあります。
　このように、食後の服用でなければ効か
ない薬、食後の服用では効きすぎて副作用
が出る薬、それとは逆に食後に服用すると
効かない薬、痛み止めのように食後の服用
で副作用を軽くする薬もあります。理由が
あって服用方法が決まっているということ
がとても大切なのです。
　薬剤師は、窓口で患者さんのことを色々
お聞きしますが、それは「薬が正しく服用
されているか」「副作用で困っていないか」
など、薬をできるだけ効果的に服用してい
ただきたいと思っているからなのです。自
分が服用している薬は、今の飲み方で間違
っていませんか。見直してみてください。
　薬局は、 かかりつけ薬局”として、病気
でない人でも気軽に立ち寄れて、必要に応
じて医療機関や行政につなぐ、地域の健康
窓口でありたいと願っています。

一般社団法人東大和市薬剤師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

区
域
・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定
に
あ
た
り
、
基
礎
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
を
行
う
際
に
は
対
象
と

な
る
地
区
に
お
知
ら
せ
を
配
付

し
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
立

ち
入
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

個
別
に
ご
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
予
定
範
囲　

東
大
和
市
全

域
／
調
査
実
施
期
間　
　

月
〜

１０

平
成　

年
３
月（
予
定
）／
（
公

２９

財
）
東
京
都
公
園
協
会
立
川
事

務
所
�　

―　

―
９
７
６
１
ま

０４２

５２７

た
は
東
京
都
建
設
局
河
川
部
計

画
課
�　

―
５
３
２
０
―
５
３

０３

９
４
へ
。

■
第
８
期
「
柳
瀬
川
・
空
堀
川

流
域
連
絡
会
」
委
員
募
集

　

東
京
都
で
は
、
平
成　

年
度

１１

か
ら
地
元
市
と
協
力
し
、
柳
瀬

川
と
空
堀
川
を
地
域
に
活
き
た

親
し
め
る
川
と
す
る
た
め
、
広

く
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て

「
柳
瀬
川
・
空
堀
川
流
域
連
絡

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
８
期
の
委
員

（
任
期
２
年
間
）
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
次
の
と
お

り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
流
域
で
活
動
し
て
い

る
市
民
団
体
の
参
加
も
募
集
し

■
休
日
・
夜
間
の
診
療
案
内
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

休
日
や
夜
間
の
急
な
病
気
の

時
に
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
を
次
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。

�
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
�
＃
７
１
１
９

�
東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー

ビ
ス
ひ
ま
わ
り
�　

―
５
２
７

０３

２
―
０
３
０
３
、
フ
ァ
ク
ス　
０３

―
５
２
８
５
―
８
０
８
０（
聴
覚

障
害
者
専
用
）

■
油
・
断
・
快
適
！
下
水
道
〜

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で

　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
出
た
油

は
、
下
水
道
管
の
つ
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
鍋
や

食
器
に
付
い
た
油
汚
れ
は
、
洗

う
前
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
行
動
が
下
水
道
施
設
の

快
適
な
使
用
と
川
や
海
の
良
好

な
水
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
／
下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

■
台
風
第　

号
等
大
雨
災
害
義

１８

援
金

　

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
「
平

成　

年
台
風
第　

号
等
大
雨
災

２７

１８

害
義
援
金
」を
福
祉
推
進
課（
市

役
所
２
階
）
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
銀
行
へ
の
振
込

み
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
福
祉
推

進
課
・
内
線
１
１
３
２
ま
で
。

■
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
指
定

の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
京
都
で
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　11月2日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税 第3期 

・国民健康保険税 第4期 

・介護保険料 第4期 

・後期高齢者医療保険料 第4期 

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

団
体
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

都
内
の
柳
瀬

川
・
空
堀
川
流
域
に
在
住
、
在

勤
ま
た
は
在
学
の
方
で
、
年
８

回
程
度
の
流
域
連
絡
会
に
出
席

で
き
る
方
。　

※
報
奨
金
・
交
通
費
は
支
給
し

ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

柳
瀬
川
・
空
堀

川
へ
の
思
い
や
意
見
等
「
応
募

の
動
機
に
つ
い
て
」
の
作
文

（　

字
程
度
）
に
住
所
・
氏
名
・

８００
電
話
番
号
を
記
入
（
在
勤
・
在

学
の
方
は
そ
の
住
所
と
電
話
番

号
も
記
入
）
し
、
郵
便
ま
た
は

直
接
応
募
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
提
出
期
限　
　

月　

日
貊

１０

３０

▽
結
果
通
知　

公
募
委
員
選
考

会
に
よ
り
選
考
の
う
え
、　

月
１１

下
旬
頃
、本
人
に
通
知
し
ま
す
。

▽
応
募
先
・
問
合
せ　

東
京
都

北
多
摩
北
部
建
設
事
務
所　

工

事
第
二
課
「
柳
瀬
川
・
空
堀
川

流
域
連
絡
会
」
事
務
局
（
〒　
　１９０-

００２３

立
川
市
柴
崎
町
２
―　

―　

）

１５

１９

�　

―　

―
９
５
２
１
へ
。

０４２

５４０

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
バ
ザ
ー

へ
の
寄
付
物
品
提
供
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
　

月
８
日
豸
に
開
催
す
る
福

１１
祉
祭
で
販
売
す
る
バ
ザ
ー
用
物

品
の
寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

寄
付
で
き
る
も
の　

未
使
用
の

日
用
家
庭
雑
貨
、
食
器
類
、
シ

ー
ツ
、
タ
オ
ル
な
ど
（
古
着
、

古
本
、
電
気
製
品
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）
／
提
供
方
法　
　

月
１１

２
日
豺
ま
で
に
自
治
会
長
、
民

生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

い
ず
れ
か
に
連
絡
し
て
か
ら
届

け
て
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協

議
会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

■
中
小
機
構
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

主
催
セ
ミ
ナ
ー
「
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
を
取
り
巻
く
現
在
の
環
境

及
び
将
来
の
展
望
」

　
　

月　

日
貅
午
後
１
時　

分

１０

２２

３０

〜
３
時
／
場
所　

中
小
企
業
大

学
校
東
京
校
東
大
和
寮
３
階
／

　

人
（
申
込
順
）
／
講
師　

山

５０口
修
一
氏
（
㈱
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
総
研 
代
表
取
締
役
）
／
申
込

方
法
等
の
詳
細
は
、「
中
小
機
構

ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
中
小
企

業
大
学
校
東
京
校
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ

ｅ
ｓ
ｔ
担
当
�　

―　

―
１
１

０４２

５６５

９
５
へ
。

■
東
京
都
商
工
会
連
合
会
主
催

〜
創
業
塾

　

東
大
和
市
商
工
会
で
は
８
市

合
同
で
、
起
業
、
独
立
開
業
を

お
考
え
の
方
を
対
象
に
、「
創
業

塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

　
　

月
８
日
・　

日
・　

日
、　

１１

１５

２９

１２

月
６
日
・　

日
の
５
日
間
（
全

１３

て
日
曜
日
）
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時　

分
／
場
所　

東
京
都
労

３０

働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
（
国
分

寺
市
南
町
３
―　

―　

）
／　

２２

１０

４０

人
（
申
込
順
）
／
受
講
料　

五
、

〇
〇
〇
円
（
全
５
回
分
。
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
込
み
）
／
申
込

方
法
等
の
詳
細
は
、
商
工
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
商

工
会　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

　
　

月
１
日
付
の
部
長
級
の
人

１０
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（　

）
内
の
職
名
は
、前

職
で
す
。

【
部
長
級
】

〈
福
祉
部
〉

▽
福
祉
部
参
事
兼
高
齢
介
護
課

長
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱

尾
崎
淑
人
（
福
祉
部
参
事
兼
高

齢
介
護
課
長
事
務
取
扱
）

市
　

職
　

員
　

の
 

　
　

人
　

事
　

異
　

動

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 

������������������������������������
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●なぎら健壱コンサートin東
大和

　

　１２月２３日（祝日）午後４時
開演／小ホール　全席自由／
大人３,０００円（友の会２,７００円）、
ペア５,０００円／未就学児童の
入場はご遠慮ください／友の
会先行予約は、１０月２０日貂～
２２日貅（電話予約のみ）、一般

新規に発売する自主事業

販売は１０月２３日貊から電話予
約の受付を、１０月２４日貍から
窓口での販売を開始します。
●福田こうへいコンサート
２０１６～うた魂（ごころ）～
　平成２８年２月６日貍①午後
１時３０分開演②午後５時３０分
開演／大ホール　全席指定／
一般６,０００円（友の会５,400円）
／未就学児童の入場はご遠慮
ください／ 友の会先行予約は、
１０月２０日貂～２２日貅（電話予
約のみ）、一般販売は１０月２３日
貊から電話予約の受付を、１０
月２４日貍から窓口での販売を
開始します。
。
 

●親子向け鑑賞会　アラカル
トコンサート～からだいっぱ
い音楽を楽しもう！～
　１１月１５日豸午前１１時開演
／小ホール　全席自由／大人
１,０００円、３歳～中学生５00円。
３歳未満のひざ上鑑賞は無料。
●ハミング・ザ・シネマ
①嵐を呼ぶ男②伊豆の踊子

チケット発売中の自主事業

　１１月２８日貍①午前１１時開演
②午後２時開演／小ホール
全席自由（全入替制）／各回
５００円
●東大和市民会館ハミングホ
ール開館１５周年記念　立川志
の輔独演会
　１２月１２日貍午後２時開演
（午後１時３０分開場）／大ホ
ール　全席指定／一般３,８００円
（友の会３,４００円）／未就学児
の入場はご遠慮ください。

 

● 東大和の音楽家たちパート
２５～秋色コンサート～
　１０月２８日貉正午開演／入場
無料

 

　市民を対象とした調整会議
は、１１月１日豸午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

１１月の施設利用の申込み
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■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
告
に
は
、
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
に

も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
９
月

２７

　

日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年

３０金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
が　

月
上
旬
に
日
本

１１

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
、
年
末
調
整
の
手

続
き
の
際
に
は
、
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月
１
日
〜　

月　

１０

１２

３１

日
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

《
問
合
せ
》

�
０
５
７
０
―　

―　
０５８

５５５

※　

で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

０５０
に
な
る
場
合
は
、　

―
６
７
０

０３

０
―
１
１
４
４

※　

月
２
日
〜
平
成　

年
３
月

１１

２８

　

日
の
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年

１５始
、
祝
日
は
除
く
） 

■
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
税
金
は
、
一
定
額
以
上

の
年
金
額
の
方
に
対
し
て
、
年

金
の
支
払
い
時
に
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
平

成　

年
中
の
年
金
額
が
、　

歳

２７

６５

未
満
で　

万
円
以
上
、　

歳
以

１０８

６５

上
で　

万
円
以
上
の
方
に
は
、

１５８

　

月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

１０ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
発
送

さ
れ
ま
す
の
で
、　

月
１
日
貂

１２

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金

以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 
 
 
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日
は

１５

午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２８年１１月大・小ホール
平成２８年５月その他の施設

障害者スポーツから学ぶ
　９月５日・６日に江東区で開催されたジャパ
ンパラ水泳競技大会に行ってきました。今年の
障害者競泳世界選手権で５位に入賞した友人の
江島大佑選手を応援するためです。
　私自身、障害者競技大会を生で観戦するのは
初めてだったので、とても楽しみでした。江島
選手は5 0 m自由形・100 m自由形・ 5 0 mバタフ
ライに出場し、50m自由形では何と日本新記録
で優勝しました。来年のパラリンピック・リオ
大会を目標にしているそうです。
　しかし、本当に驚いたことは他のことでした。
テレビで４年に１度、パラリンピックを見る機
会がありますが、世界の舞台は障害があるとは
思えない素晴らしい動きができる選手たちが集
まっています。その部分しか知らなかった私は、
この日本国内の大会を観戦し、決して華麗な泳
ぎでもない選手たちも、水と戦うように時間を
かけて、ゴールを目指している姿を見ました。
なぜ、ここまで目指すことができるのか。 チャ
レンジできるのか。
　私たちは障害もなく、日常生活にも不自由を
感じないのに「苦しい」「辛い」「暑い」「寒い」 
など多くの愚痴を言うことがあります。競技を
観戦しているうちに、「まだまだ私は何も努力
してなかった」などと思ってしまいました。
　2 02 0年の東京オリンピック・パラリンピック
に向けて、市区町村はいろいろなイベントを企
画していると思います。東大和市でも、12月に
開催するロードレース大会後に、小学生を対象
に走り方教室が行われます。パラリンピックに
向けたイベントでは、車椅子バスケットボール
競技普及のための体験教室や東京都車椅子バス
ケットボール選手権大会が開催される予定です。
　「大変だな」とか「かわいそう」などではな
く、感動と尊敬を感じて、多くの人が自分を見
直す機会にもなると思います。そして生き方に
悩んでいる若者たちもぜひ、観戦し応援してい
ただきたいと思います。 （市民記者　大隈広貴）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

東やまと市報をお届けします

　東やまと市報は、新聞（朝日・産経・東京・日本
経済・毎日・読売新聞）に折り込まれています。
　市では、市内在住で新聞を購読して
いない方を対象に、市報の宅配を行っ
ています。ぜひお申し込みください。
�申込み　秘書広報課・内線 1411 まで


